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(９) 団藤重光『刑法綱要各論』第３版 (創文社，1990年) 491頁，平野龍
一『刑法概説』(東京大学出版会，1977年) 180頁，西田典之 (橋爪隆補













(14) なお，成瀬幸典「強制わいせつ罪に関する一考察 (上) その主観
(桃山法学 第29号 ’18)160











































(23) Dreams Come True (吉田美和作詞)「未来予想図Ⅱ｣アルバム｢LOVE
GOES ON…」所収 (EPIC/SONY RECORDS, 1989)。
(24) ｢手があがる」は行為ではなく,「手をあげる」が行為である。この
「手をあげる」から「手があがる」を引いたところに残るものこそ，行
為を行為たらしめているものである (Vgl. Ludwig Wittgenstein, Philo-




















































































暴行を加える強盗の (未遂) 行為は (後で主観的要素で切ることができ
るとしてもひとまず) すべて強制わいせつ・強制性交等の (未遂) 行為
であるということになってしまうだろう。
＊本稿脱稿後, 校正段階で ｢判例時報｣ 2366号 (2018年) 掲載の奥村徹, 小
林憲太郎, 佐藤拓磨の 3論稿に触れた｡ これらの論稿について検討すること
ができなかったが, それらの読了後においても本稿の結論に変更のないこと
を付言しておく｡
(桃山法学 第29号 ’18)164
